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静 浦 ホ テ ル の ラ ゲ ッ ジ ラ ベ ル

(三枝 浩氏所蔵)
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昭
和
三
十
年

（
一
九
五
五
）
八
月
二
九
日

の
静
岡
新
聞
に

「十
年
ぶ
り
で
日
本
側

ヘ

沼
津
静
浦
ホ
テ
ル
」
と
い
う
見
出
し
の
記
事

が
掲
載
さ
れ
た
。
以
下
に
引
用
す
る
。

沼
津
市
志
下
の
静
浦
ホ
テ
ル

（経
営
者

清
水
は
る
さ
ん
）
は
終
戦
以
来
駐
留
軍
兵

の
海
浜
保
養
所
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た

が
、
九
月
末
日
限
り
契
約
を
解
消
す
る
旨

同
ホ
テ
ル
に
正
式
通
達
が
あ
り
接
収
後
丸

十
年
ぶ
り
で
米
軍
の
手
を
離
れ
る
こ
と
に

な
つ
た
。
同
ホ
テ
ル
は
去
る
廿

一
年
春
米

軍
将
校
用
の
保
養
施
設
と
し
て
接
収
さ
れ

廿
七
年
に
解
除
は
さ
れ
た
が
引
続
き
米
軍

と
再
契
約
、
以
来
下
士
官
の
宿
舎
に
使
用

さ
れ
て
い
た
。
建
物
は
地
上
三
階
地
下

一

階
、
廿
二
室
で
八
十
五
名
の
従
業
員
を
雇

つ
て
い
る
。
解
放
後
は
接
収
前
の
観
光
ホ

テ
ル
で
再
ス
タ
ー
ト
す
る
。

上
に
紹
介
す
る
静
浦
ホ
テ
ル
の
ラ
ゲ
ッ
ジ

ラ
ベ
ル
の
作
成
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
戦

前
期
の
も
の
か
、
も
し
く
は
帝
国
ホ
テ
ル
や

川
奈
ホ
テ
ル
な
ど
で
例
が
あ
る
よ
う
に
、
戦

後
の
接
収
中
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
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静
浦
ホ
テ
ル
の
前
身
は
、
安
藤
正
胤

が
静
浦
村
志
下
に
設
立
し
た
保
養
館
で

あ
る
。
安
藤
は
弘
化
四
年

（
一
八
四
七
）

七
月
二
五
日
、
江
浦
村

（現
沼
津
市
江

浦
）
で
小
田
原
藩
の
藩
医
で
あ

っ
た
古

谷
家
の
二
男
に
生
ま
れ
、
後
、
慶
応
義

塾
に
学
ん
だ
医
師
で
あ
る
。
当
初
、
保

養
館
に
は
敷
地
面
積
三
千
坪
余
の
中
に

「
静
浦
海
浜
院
」
と

い
う
内
科

・
外
科

の
診
療
所
も
備
え
、
今
回
で
い
う
と
こ

ろ
の
ク
ア
ハ
ウ
ス
と
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

を
兼
ね
た
先
駆
的
存
在
で
あ

っ
た
と

い

え
よ
う
。
静
浦
海
浜
院
の
開
院
式
は
明

治
二
六
年

（
一
人
九
三
）
八
月
六
日
に

行
わ
れ
た
。

同
年
、
島
郷
に
沼
津
御
用
邸
も
建
設

さ
れ
、
そ
れ
に
先
立

っ
て
馬
込
の
西
郷

従
道
邸
を
始
め
と
し
た
多
数

の
別
荘
、

牛
臥
の
旅
館
三
島
館
な
ど
が
建
設
さ
れ
、

ま
た
同
四
四
年
に
は
安
藤
の
誘
致
で
学

習
院
遊
泳
場
も
設
置
さ
れ
た
ｃ
ス
コ
ッ

ト
南
極
探
検
隊
の
記
録
写
真
を
撮

っ
た

こ
と

で
知
ら
れ
る
ボ

ン
テ
ィ
ン
グ
が

一
〓
保

の
松
原
よ
り
も
は
る
か
に
美
し

い
」
と
評
し
た
松
林
と
遠
浅
の
海
岸
と

と
も
に
、
静
浦
は
全
国
的
に
保
養
地
と

し
て
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な

っ
た
。
ま

た
、
ポ
ン
テ
ィ
ン
グ
は
保
養
館
を

「最

高
の
日
本
旅
館
の
ひ
と

つ
」
と
も
評
し

て
い
る
。

昭
和
十
三
年

（
一
九
三
八
）
十
月
、

東
京
市
日
本
橋
区
茅
場
町
の
清
水
ビ
ル

デ
ン
グ
に
よ

っ
て
静
浦
ホ
テ
ル
が
建
設

さ
れ
、
保
養
館
と
と
も
に
同
社
が
経
営

に
あ
た
る
こ
と
と
な

っ
た
。
静
浦
ホ
テ

ル
は

「本
邦
第

一
の
海
浜
ホ
テ
ル
」
と

謳

い
、
洋
風
ホ
テ
ル
と
し
て
建
設
さ
れ
、

保
養
館
は
静
浦
ホ
テ
ル
内
の

「割
烹
旅

館
」
と
な

っ
た
。

経
営
に
あ
た

っ
た
清
水
ビ
ル
デ
ン
グ

に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で

は
な
い
。
接
収
後
の
同
二

一
～
三
二
年

に
改
修
工
事
を
行

っ
た
清
水
組

（現
清

水
建
設
株
式
会
社
）
と
は
無
関
係
の
よ

う
で
あ
る
。
安
藤
が
東
京
で
日
本
橋
南

茅
場
町
に
安
藤
医
院
を
開
い
て
い
た
こ

と
と
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
。

返
還
時
の
経
営
者
清
水
は
る
氏
に
つ
い

て
も
、
清
水
組
と
の
関
係
は
無

い
よ
う

だ
、́

（参
考
文
献
）
上
杉
有

一
静
浦
海
浜
院

長
安
藤
正
胤
の
研
究

一
二
一沼
津
史
談
一

ヽ
印
、
二
Ｃ
３
八
）
、

ハ
ー
バ
ー
ト

・

Ｇ

・
ポ
ン
テ
ィ
ン
グ

〓英
国
人
写
真
家

の
見
た
明
治
日
本
』
講
談
社
学
術
文
庫
、

二
〇
〇
五ゝ

シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材
　
め
ヽ

資

業

生

芳

賀

行

蔵

の
人

違

い

沼
津
兵
学
校
の
正
式
な
生
徒
で
あ
る

資
業
生
に
つ
い
て
、
そ
の
氏
名
を
知
る

た
め
に
は
、
明
治
末
期
に
な

っ
て
同
窓

生
ら
に
よ

っ
て
作
成
さ
れ
た
名
簿
が
唯

一
の
頼
り
で
あ
る
。
雑
誌
『同
方
会
誌
』

第
四
一
号

（大
正
五
年
刊
）
に
掲
載
さ

れ
た
石
橋
絢
彦

「
沼
津
兵
学
校
沿
革

（五
）
」
に
含
ま
れ
る
名
簿
が
そ
れ
で
あ

る
。
し
か
し
、
「
尚
ほ
二
十
名
計
り
は

脱
漏
あ
る
べ
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
二

一
八
名
が

実
在
し
た
資
業
生
の
全
員
を
網
羅
で
き

て
い
な
い
可
能
性
も
高

い
ｃ

ま
た
、
そ
の
一
　

八
名
の
名
簿
に
は

誤
り
も
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
ｃ

い
や
、
実
際
に
誤
り
が
あ

っ
た
。
第
七

期
生
細
井
宗
八
郎
と
第
八
期
生
細
井
勝

文
と
が
同

一
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
こ
と
は
以
前
明
ら
か
に
し
た
こ
と
が

あ
る
し
（拙
蓄
一「沼
津
兵
学
校
の
研
究
」一）
、

第

ノ、
期
生
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
和
多
田

直
正
が
第
九
期
生
だ

っ
た
ら
し
い
こ
と

も
指
摘
し
た

（拙
稿

一沼
津
兵
学
校
関

係
人
物
履
歴
集
成
　
そ

の
三
」
）
。
そ

ヽ

し
て
、
今
回
新
た
な
誤
り
が
判
明
し

以
下
に
そ
の
こ
と
を
紹
介
し
て
み
た
い
ｃ

資
業
生
の
中
に
芳
賀
行
蔵
と

い
う
人

物
が
い
た
。
そ
の
名
前
は
、
明
治

一年

本
版
で
刊
行
さ
れ
た
「沼
津
御
役
人
附
」

に
も
、
第
三
期
生
の
九
番
目
と
し
て
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
前
掲

「沼

津
兵
学
校
沿
革

（五
）」
に
は
、
編
者
石

橋

の
解
説
と
し
て
、
「
△
芳
賀
勝
貞

旧
名
行
蔵
　
横
浜
郵
便
局
長
た
り
し
事

あ
り
」
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
石
橋

の
記
述
は
間
違
い
だ

っ
た
の
で
あ
る
ｃ

芳
賀
行
蔵
は
、
慶
応
四
年

（
一
八
六

八
）
三
月
時
点
で
は
撒
兵
差
図
役
勤
方

と
し
て
重
兵
第

一
大
隊
四
番
中
隊
に
属

し
て
お
り
、
そ
の
後
、
移
住
予
定
の
徳

川
家
家
臣
の
名
簿

「駿
河
表
召
連
候
家

来
姓
名
」
に
は
小
筒
組
差
図
役
と
し
て飯田勇太郎こと芳賀勝貞

(芳賀久雄氏所蔵)
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そ
の
名
が
載

っ
た
。
そ
し
て
明
治
二
年

（
一
人
六
九
）
六
月
に
は
沼
津
兵
学
校

資
業
生
に
及
第
し
た
の
で
あ
る
。

明
治
五
年
四
月

。
第
四
十
六
区

「米

札
渡
帳
　
上
」
（静
岡
県
立
中
央
図
書
館

所
蔵
）
と
い
う
史
料
に
は
、
三
人
扶
持

支
給
者
と
し
て

「芳
賀
行
三
」
（改
名
後

は

「忠
隆
」）
と
い
う
名
前
で
記
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
が
行
蔵
と
同

一
人
物
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
な

ぜ
な
ら
、
芳
賀
忠
隆
と
い
う
名
前
の
人

物
に
は
、
明
治
六
年

（
一
人
七
三
）
二

五
歳
の
と
き
、
東
京
で
仰
観
舎
と
い
う

洋
算
専
門
の
私
塾
を
開
業
し
た
と
の
記

録
が
あ
り
、
そ
の
履
歴
部
分
に
は

「明

治
二
巳
年
正
月
ョ
リ
駿
河
国
沼
津
駅
於

兵
学
校
修
業
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る

（『東
京
教
育
史
資
料
大
系
』
第

一
巻
、
『東
京
府
開
学
明
細
書
』
第
二
巻
）。

父
の
名
は
芳
賀
忠
昌
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
石
橋
が
行
蔵
の
改
名
後
の
名

前
で
あ
る
と
し
た
芳
賀
勝
貞
な
る
人
物

ヽ

は
、
全
く
の
別
人
だ

っ
た
．

芳
賀
勝
貞
は
、
新
家
春

二

（彦
次
郎

孝
弟
、
　

人
　
四
～
九
〇
）
と
い
う
幕

臣
の
次
男
と
し
て
嘉
永
五
年

（
一
人
五

二
）

一
月
五
日
に
生
ま
れ
た
。
そ
の
後
、

講
武
所
頭
取

・
歩
兵
頭
並

・
陸
軍
所
修

行
人
教
授
役
頭
取
な
ど
を
つ
と
め
た
旗

本

・
砲
術
家
飯
田
勝
美

（庄
蔵

・
星
泉
、

一
人

一
七
～
人
三
）
の
養
子
と
な
り
、

飯
田
勇
太
郎
と
名
乗
り
、
慶
応
四
年
二

月
二
三
日
に
は

一
七
歳
で
慶
応
義
塾
に

入
社
し
て
い
る

（『慶
応
義
塾
入
社
帳
』

第
　
巻
）
。
維
新
後
は
養
父
と
と
も
に

静
岡
に
移
住
し
、
英
語
の
能
力
を
買
わ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
静
岡
学
問
所
に
職

を
得
た
。
明
治
三
年

（
一
人
七
〇
）
刊

行
の

「静
岡
御
役
人
附
」
に
は
、
学
問

所
の
世
話
心
得

（英
学
担
当
）
と
し
て

飯
田
勇
太
郎
の
名
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、

「静
岡
御
役
人
附
」
の
沼
津
兵
学
校
資

業
生
の
箇
所
に
は
芳
賀
行
蔵
の
名
前
が

あ
り
、
二
人
が
別
人
で
あ

つ
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
静
岡
市

・
蓮

永
寺
に
あ
る
飯
田
勝
美
の
墓
誌

に
よ
れ
ば
、
勝
貞
は
故
あ

っ
て

飯
田
家
を
離
縁
と
な
り
、
明
治

一
二
年

（
一
八
七
九
）
今
度
は

芳
賀
家
の
婿
養
子
と
な

っ
た
。

ヽ

勝
貞
は
、
明
治
初
年
静
岡
の
美
男
美
女

番
付
に
も
載

っ
た
神
谷
秀
と

い
う
女
性

と
結
婚
し
た
と
さ
れ
る
の
で

（坂
井
生

「
思
ひ
出
る
ま

ゝ
」
『本
道
楽
』
第
十
号
）
、

夫
婦
養
子
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
の
後
の
勝
貞
の
履
歴
に
つ
い
て
は
、

「履
歴
書
」

（芳
賀
久
雄
氏
所
蔵
、
『沼

津
市
博
物
館
紀
要
』
２２
に
翻
刻
）
が
残

さ
れ
て
お
り
、
明
治
七
年
愛
知
英
語
学

校
教
師
、
九
年
長
崎
県
唐
津
公
立
学
校

英
語
教
諭
、　
一
二
年
駅
逓
局
備

・
横
浜

郵
便
局
勤
務
、　
一
六
年
駅
逓
五
等
属
、

二
〇
年
二
等
郵
便
局
長
、
二
六
年
大
阪

郵
便
電
信
局
郵
便
課
長
と
い
っ
た
、
教

師

・
官
吏
と
し
て
の
足
ど
り
が
詳
し
く

判
明
す
る
ｃ
亡
く
な

っ
た
の
は
明
治
二

八
年

（
一
八
九
五
）
三
月
二
五
日
だ

っ
た
。

な
お
、
勝
貞

の
実
父
新
家
春
三
は
、

洵
宮
術

（性
格
改
善

の
た
め

の
修
養

法
）
の
開
祖
横
山
丸
三
の
高
弟
で
あ
り
、

道
号
を
新
亀
斎
春
三
と
い
っ
た
ｃ
ま
た
、

養
父
に
な

っ
た
飯
田
勝
美
も
横
山
門
下

の

一
人
で
あ
り
、
不
労
庵
と
号
し
た
（日

本
淘
道
会

『淘
宮
』
）
。

つ
ま
り
、
勝
貞

は
淘
宮
術
の
人
脈
に
よ

っ
て
新
家
家
か

ら
飯
田
家

へ
養
子
に
入

っ
た
の
で
あ
る
．

た
だ
し
、
彼
自
身
が
淘
宮
術
を
学
ん
だ

か
否
か
は
不
明
で
あ
る
ｃ

勝
貞
が
次
に
芳
賀
家
の
養
子
に
入

つ

た
時
、
妻
に
な

っ
た
の
は
芳
賀
可
伝
と

い
う
人
物
の
未
亡
人
で
あ

っ
た
。
そ
の

方
賀
可
伝

（鐵

一
郎
、　
一
八
五
四
～
七

九
）
は
、
沼
津
兵
学
校
の
第
　
期
資
業

生
で
あ

っ
た
ｃ

話
が
や
や
こ
し
く
な
る
が
、
さ
ら
に

付
け
加
え
れ
ば
、
勝
貞
の
甥
、
新
家
孝

正

（
一
人
五
七
～

一
九
二
二
、
新
家
春

二
の
養
嗣
子
鍬
次
郎
孝
　
の
子
）
は
沼

津
兵
学
校
第
九
期
資
業
生
で
あ

っ
た
。

石
橋
絢
彦
が

「横
浜
郵
便
局
長
た
り
し

事
あ
り
」
と
記
し
た
の
は
、
明
ら
か
に

勝
貞
の
こ
と
で
あ
る
ｃ
し
か
し
、
勝
貞

は
静
岡
学
問
所
の
教
授
だ

つ
た
こ
と
は

あ
る
が
、
沼
津
兵
学
校
の
資
業
生
だ

っ

た
こ
と
は
な
い
。
新
家
孝
上
の
存
在
な

ど
も
勘
違

い
を
生
む
要
因
と
な
り
、
石

橋
は
、
資
業
生
芳
賀
可
伝
の
未
亡
人
を

妻
と
し
た
勝
貞
と
、
全
く
の
別
人
で
あ

る
芳
賀
忠
隆

（行
蔵

・
行
三
）
と
を
混

同
し
て
し
ま

っ
た
の
だ
ろ
う
。

沼
津
市
明
治
史
料
館
編

・
刊

『沼
津

兵
学
校
の
群
像
』
や
前
掲
拙
著
は
、
行

蔵

＝
勝
貞
と
す
る
石
橋
絢
彦
の
誤
解
を

踏
襲
し
て
し
ま

っ
た
ｃ
こ
こ
で
訂
正
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（樋
日
雄
彦
）

明治 5年 4月 ・第四十六区
「米札渡帳 上」に記された

芳賀行三忠隆の名

(静 岡県立中央図書館所蔵)
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お
・
知

せ
一

警  ・今
年
も
や
り
ま
す
＝

５
月
１７
日

（日
）
１０
時
～
１５
時

イ
ベ
ン
ト

も
ち
つ
き

。
と
ん
汁
の
配
布

・
竹
細

工

・
昔
の
あ
そ
び

・
ふ
さ
よ
う
じ
作

り

ｏ
素
六
音
頭

ｏ
日
吉
太
鼓
演
奏
等

子
ど
も
た
ち
の
見
た
江
原
素
六

近
隣
小
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る

「江

原
学
習
」
の
成
果
を
展
示

寸
劇

「そ
ろ
く
物
語
」

金
岡
小
５
年
生
有
志
が
熱
演
―

上
映
会

「沼
津
兵
学
校
」

ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
佐
藤
繁
様

。
明
治
大
正
期
沼
津
市
街

地
図
５
点
◆
後
藤
五
郎
様

・
焼
夷
弾

◆
田
辺
俊

一
様

・
沼
津
藩
士
田
辺
家
関

係
資
料
◆
杉
本
康
行
様

・
満
州
出
征
兵

士
使
用
品
◆
増
山
温

一
様

・
松
長
増
山

家
文
書
◆
杉
山
淳

一
様

・
『警
防
団
操

典

・
警
防
団
礼
式
令

・
警
防
団
点
検
規

則
』
◆
青
木
由
明
様

。
沼
津
市
消
防
団

制
服
等
◆
野
秋
文
雄
様

・
沼
津
市
消
防

団
制
服

。
制
帽
◆
城
内
学
園
様

・
上
土

城
内
家
資
料
◆
荒
熊
元
茂
様

・
絵
は
が

き

「聖
駕
を
迎

へ
奉
る
　
沼
津
市
復
興

市
街
」
◆
山
田
茂
様

。
東
澤
田
外
七
ヶ

村
戸
長
役
場
文
書
◆
島
田
賢
憲
様

。
昭

和
天
皇
行
幸
画
報
◆
加
藤
昇
様

・
陸
軍

軍
服
冬
服
上
下
１
組
、
鉄
製

ヘ
ル
メ
ッ

ト
◆
石
井
種
生
様

。
内
浦
村
関
係
資
料

※
沼
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
よ
り
移
管

◆
碧
南
市
藤
井
達
古
現
代
美
術
館

「大

浜
陣
屋
の
陛
界
」
。
「沼
津
城
絵
図
」
「献

上
台
」
（沼
津
藩
士
杉
浦
家
文
書
）
な
ど

◆
社
同
法
人
日
本
戦
災
遺
族
会
主
催
、

於
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高
松

「
戦
争
と

平
和
展
」
・
写
真
パ
ネ
ル

「焦
土
と
化
し

た
沼
津
市
街
地
」
◆
静
岡
県
束
部
県
民

生
活
セ
ン
タ
ー
主
催
、
於
パ
レ
ツ
ト

「沼

津
の
空
襲
と
戦
跡
」
展
、
写
真
パ
ネ
ル

「焦
ｔ
と
化
し
た
沼
津
市
街
地
」
な
ど

◆
西
浦
地
区
連
今
自
治
会

「西
浦
地
区

文
化
祭
」
。
興
農
学
園
関
係
資
料
な
ど
西

浦
地
区
関
係
資
料
◆
〓
島
市
郷
土
資
料

館

一
三
島
を
襲

つ
た
災
害
」
。
「
関
東
大

震
災
全
域
鳥
蹂
図
絵
」
な
ど
◆
大
手
町

町
内
会
、
於
大
手
町
会
館

（常
設
τ
「昭

和

２６
年
沼
津
市
中
心
商
店
会
社
案
内

図
」
◆
市
立
沢
田
小
学
校
、
授
業
使
用
・

写
真
パ
ネ
ル

「焦
ｔ
と
化
し
た
沼
津
市

ヽ

街
地
」
◆
沼
津
商
工
会
議
所
主
催

「沼

津
今
昔
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
ｏ
写
真

「大
手
町

交
差
点
」
（昭
和
３０
年
代
）
な
ど

◆
あ
し
た
か

ニ
ュ
ー
ス
第

協
号

・
愛

鷹
山
絵
図

（日
吉
大
嶽
家
文
書
）
な
ど

◆
広
報
ぬ
ま
づ
７
月
１
日
号

。
「沼
津
御

案
内
」
昭
和
９
年
発
行

。
原
画
吉
田
初

三
郎
、
「末
広
五
十
三
次
　
沼
津
」
国

輝
画
な
ど
◆
静
岡
あ
さ
ひ
テ
レ
ビ

「と

び
っ
き
り
静
岡
」
８
月
１４
日
放
送
、
写

真

「焦
土
と
化
し
た
沼
津
市
街
地
」
な

ど
◆
静
岡
県
立
中
央
図
書
館

『資
料
に

学
ぶ
静
岡
県
の
歴
史
』
・
「乍
恐
御
訴
詔

申
上
候
事
」
（口
野
足
立
家
文
書
・寄
託
）

◆

Ｉ
Ｖ
Ｓ
テ
レ
ビ
制
作
株
式
会
社

・

日
本

テ
レ
ビ

「
ザ
ー
鉄
腕
ｌ
Ｄ
Ａ
Ｓ

Ｈ
＝
」
。
写
真

「煮
千
干
し
風
景
」
「狩

野
川
岸
の
魚
市
場
」
◆
株
式
会
社
ニ
ュ
ー

ト
ン
プ
レ
ス

『Ｚ
Φｌ
一８
』
２
月
号

・
写

真

「石
橋
絢
彦
」
◆
か
な
が
わ
検
定
協

議
会

『よ
こ
は
ま
百
問

い
ｏ
８
』
・
写
真

「大
築
尚
志
」
（大
築
尚
志
関
係
文
書
）

◆
テ
レ
ビ
朝
日

「
ス
ー
パ
Ｉ
Ｊ
チ
ャ
ン

ネ
ル
」
内
沼
津
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
と
ろ
り

ん
紹
介

・
写
真

「仲
見
世
商
店
街
入
口

夜
景
」
「
バ
ラ
ッ
ク
が
建
ち
始
め
た
街

し

中
」
◆
梓
出
版

。
四
方

一
部
著

『近
代

教
育
の
展
開
と
地
域
社
会
』
。
「沼
津
略

画
図
」
（旧
幕
臣
桑
山
家
文
書
）
、
『筆

算
訓
蒙
』
、
蔵
書
印

「蕃
書
調
所
」
（沼

津
文
庫
）
◆
あ

い
ち
知
多
農
業
協
同

組
合

『あ
ぐ
り

っ
子
』
ヽ
１０８

「再
発
見
、

知
多
半
島
み
る
き
く
あ
る
く
第
７２
回
大

浜
」
。
「
大
浜
陣
屋
古
図
」
（旧
沼
津
藩

士
杉
浦
家
文
書
）
◆
沼
津
史
談
会

『沼

津
史
談
』
６０
号

・
武
田
藤
男

「世
古
直

道
と
三
島
館
記
」
・絵
は
が
き
「三
島
館
」

な
ど
、
宮
下
義
夫

「車
返
と
三
枚
橋
」
・

「駿
河
国
駿
東
郡
沼
津
略
図
」
「陸
軍
陸

地
測
量
部
実
測
地
図
」
（明
治
２２
年
測

　

一

量
）
「沼
津
近
傍
略
図
」
（『沼
津
案
内
』
　

一

よ
り

・
本
町
間
宮
家
文
書

・
寄
託
）
「沼

津
古
絵
図
」
（「沼
津
史
料
」
よ
り

・
本

町
間
宮
家
文
書

・
寄
託
）
◆
伊
庭
八
郎

の
会

『朝
涼
』
第
２
号

・
土
谷
恵
代
著

「
中
根
淑

（香
亭
）
と
い
う
人
物
に
つ

い
て
」
。中
根
淑
使
用
文
机
、
肖
像

（乙

骨
太
郎
乙
関
係
文
書
）

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
９７
号

獅
篠

沼
津

市

明
治

史

料

館

〒
４１０
‐皿
沼
津
市
西
熊
堂
三
七
二
―
一

電
　
話

〇
五
五
―
九
二
三
―
三
三
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
五
五
―
九
二
五
―
三
〇

一
八

●
一
一
も
一ミ

‘
ヽ
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